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Abstract 

This paper addresses an array of components which constitute the 

framework and substances of teaching practice for EFL teacher 

preparation. The author asserts the aim of teaching practicum consists 

in providing pre-service teachers with opportunities for them to recognise 

the realities of c1assrooms and speculate upon themselves as unique grow-

ing personalities as well as prospective teachers. Teaching practice 

means more由加 theopportunities to focus on implementing and enhanc-

ing pedagogical knowledge and skills. Discussed in detョilthereinafter 

are the daily routines， school obligations and instructional activities which 

pre-service teachers must execute as main part of practicum. Further-

more unique attributes and problematic teaching behaviours of student 

teachers are explicated with illustration of relevant case studies and ques-
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tionnaires about the developmental stages of teacher preparation. From 

the detailed analysis offacts and observations， the author proposes that in 

order to make the most of teaching experience， teachers-in圃training

should correlate and integrate classroom events with a number of 

intellectua1， socio-cultural， curricular， economi明1and moral factors which 

affect students' scholastic attainments and target language proficiency. 

Particularly regarding the procedures of lesson planning， pre-service 

teachers should consider the larger scale and continuity of classroom 

teaching in a more consistent and systematic way. 

1.はじめに

教育職員養成審議会は，平成 9 (1997)年7月に「新たな時代に向け

た教員養成の改善方策について(第一次答申)J(以下，教養審第一次答

申)を発表した。問答申は，教員養成において大学が果たすべき役割を

「専攻する学問分野に係る教科内容の履修とともに，教員免許制度上履修

が必要とされている授業科目の単位修得等を通じて，教科指導，生徒指

導等に関する『最小限必要な資質能力』を身に付けさせる過程Jである

と捉えている。そして， r最小限必要な資質能力jは「採用当初から学級

や教科を担任しつつi教科指導，生徒指導等の職務を著しい支障が生じ

ることなく実践できる資質能力」であると定義し，養成段階で特に教授・

指導すべき内容の範囲を以下の 3種類に分類している (pp.7-11)。

A:教職への志向と一体感の形成

B:教職に必要な知識及び技能の形成

C:教科等に関する専門的知識及び技能の形成

特に， Bの「教職に必要な知識及び技能の形成」については，①理論的

な知識等の教授，②理論と実践との結合，③実践的な技能等の教授の 3
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点が整理された。そして，③の実践的な技能を養成するために「教育理

論と教育実践とが相互規定的に機能する場」として教育実習を挙げてい

るO

平成10(1998)年6月には，教養審第一次答申の基本方針に従って，

教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令(平成10年文部省令第28

号)が発令され，中学校の 1種及び2種免許状に係る「教育実習」の最

低修得単位数が3単位から 5単位(うち事前・事後指導 1単位)に改め

られた。その理由のひとつとして，教養審第一次答申は「中学校を巡っ

ては生徒の発達段階から特に生徒指導に係る課題が多いにもかかわらず，

現行の 3単位では授業実習を行うのが精一杯で，特別活動や部活動も含

め教育活動全体を通じて生徒に関する理解を深めたり，学校運営や教員

の職務に触れる時聞が十分確保できないことjを挙げた。そして，教育

実習の改善を図るために以下の具体的な方策を提言した (p.25)。

教育実習の内容は授業実習に偏している。このような状況を改める

ため，大学は，附属学校や実習協力校等との連携を密にし，学級経

営，生徒指導，教育相談，進路指導，道徳，特別活動(特に，学級

活動以外の部分)，部活動等に係る教育実習が質量ともに適切に確保

されるよう，十分留意すべきである O

(中略)

事前指導をより効果的なものとするため，教育実習の意義・心得，

指導案の作成，教材研究や教材の試行的作成などはもとより，ビデ

オや授業実践記録を活用しての授業研究，附属学校や実習協力校等

における実際の授業等の観察やそれらへの参加，模擬授業の実施な

どについても，大学は適切に考慮すべきである。

教養審第一次答申及び上記省令の改正に伴い，中学校 l種及び2種免許

状に係る「教育実習」の期間が3週間に延長されたわけであるが，外国

語科(英語)の教育実習生(以下，実習生)が遂行すべき実習活動の諸
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相を，初期成長過程における体験学習という視座から捉え直すことは意

義があると考えられる O そこで，本稿では，英語教員養成における教育

実習の目的，内容，機能を概括するとともに，教育実習に取り組む上で

実習生が留意すべき事柄について検討を加えることにする。ただし，本

稿で扱う教育実習は，附属学校，実習協力校，母校などにおいて実施さ

れる狭義の本実習すなわち集中的な実地指導A限定する。したがって，

分散積み上げ型教育実習の-環として大学 1~ 3年次に観察参加実習の

形で行う事前指導及び集中的な教育実地研究の終了後に行う事後指導は

中心的な議論の対象としない。

2. 教育実習の目的

教育実習は，実習生が教育実習校の教員のー人として実際の教育活動

に日常的に従事することにより，学校教育全般に関するまIi[解を深めると

ともに実践的な指導能力を習得することを主なねらいと Lている。教育

実習を行う意義と目的は多岐にわたるが，土屋・広野 (2000:169)によ

れば，具体的に以下の 4点に総括できる O

(1) 学校全体の教育活動に関する理解

-教育課程の編成と運営

-教育課程の各領域(教科，道徳，特別活動など)に関する計画

と実践

-学年・学級経営に関する計画と実践

-生徒指導，進路指導，教育相談などの教育活動に関する計両と

実践

(2) 教科指導の実践

-英語の学習指導
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(3) 教員の職務に関する理解

-教員の地位，身分，職務内容

・勤務のあり方(出勤簿，諸届などの取り扱い)

.校務分掌

・生徒及び同僚教師との人間関係

.研究活動

・勤務態度，服装，言動

(4) 教員適性に関する自己理解

-教silif象の具体化

-教員としての適性についての再確認

(2)教科指導について，米111.杉L11.多国 (2002:2) は，①指導計画の

設定，0:授業設計士学習指導案の作成，③授業実施，④目標達成度の分

析，⑤指導教員や同僚実習生による授業の観察を挙げている O いうまで

もなく，教育実習に占める教科指導の比重はその他の実習活動よりも大

きく，中学校と高等学校のいずれにおいても教科指導の成否が教育実習

全体に及ぼす影響は大きい。しかしながら，先に述べたとおり，とりわ

け中学校においては，教科の授業実習に加えて学級経営，生徒指導，教

育相談，進路指導，道徳，特別活動，部活動等に係る教育実習を質量と

もに適切に確保しなければならない。

以上の考察から，英語教員養成に限定した場合，教育実習の目的を

「大学の講義や演習で学習した英語教育に関する理論と方法論を学校教育

現場において臨床的に援用yし検証することを通して，英語の学習指導及

び教育活動全般に関する実践的な知見と理解を深めるとともに，教員の

職務と責任を認識し英語教員としての白己の資質と適正を確認する機会

をもつことであるjと定義することができる O ここでの英語の学習指導

に関する理論と方法論には，外岡語教授法，第二言語習得論，学習者論，

教材編成理論などについての知見をはじめ，学習指導要領(目標，言語
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材料，言語活動，言語の使用場面，言語の働き)，教科書，教材研究，学

習指導案 4技能の指導方法，発音及び文法の指導，指導過程などの教

授学的な知識が含まれる。したがって，教育実習は，実際の教育現場に

おいて基礎的な理論を応用するという体験，すなわち，教育実践におい

て理論の有効性や仮説の普遍性を検証するという経験主義的な実験を積

み重ねることにより，学校教育現場の特徴ゃ和々の生徒の特性に応じて，

特定の研究成果すなわち既成の概念・提案・公理などに対して修正や解

釈を小刻みに加えていく臨床的な認知活動であると言える O この点につ

いて，岸光・羽原(1993:3)は，以下のように述べている O

実践=問題探求(教育学的思考)の過程の成果として，情報として

の既成の教育理論がしだいに白己の教育認識へと転化し，みずから

による教育理論の構成が進展していく O また，優れた教育思想、・理

論を意欲的に学びとっていく姿勢が生まれる。教育実習は，教育の

理論と実践の補完的な関係を知り，教育理論の必要性を感じ，それ

を創り，求める契機となるのである O

英語科の場合，たとえば CommunicativeLanguage TeachingやTask-

based language teachingなどの原理に基づいた言語活動を効果的に展開

するにはどのような工夫が必要であるかとか，教科書における丈型・文

法事項の配列と形態素や音素の習得に関する調査結果を比較検討すると

か，音声や統語上の誤りの訂正を行う際に暗示的フィードノtックと明示

的フィードパックの作用効果の異同を確認してみるなどの試みは，理論

研究の成果を教育実践の中で捉え直すという追試的な営みであると考え

られる O それは，一見希離しているかのごとく見える理論と実践の接点

を探求するニ擦り合わせることであり 養成段階一採用段階一現職研修

段階という一連の教師成長過程において絶えず繰り返されるべき臨床体

験である O 教師は現実の教育現場において自己の経験知では容易に解決

できない問題に直面した場合，自己の教育経験や指導技術の未熟さ及び
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授業実践の蓄積に基づいて構築した自流の教育理論の不十分さを感じ取

り，最良の対処方法を模索する O その際，地域社会，学校，学級，生徒

などの特質をはじめ，単元や当該授業の目標と指導方法の相聞など，授

業過程そのものと教室を取り巻く社会丈化的な諸要因の相互作用につい

て内省を加えることにより，問題解決の糸口を発見しようと努める O そ

れゆえ，教育実習は，実習生が，現実の学校教育現場において教育実践

の主体として個々の生徒に直に働き掛ける体験をとおして，実践的な指

導能力の基礎を培うとともに，現有の専門的知識および教職における資

質，力量，適性などについて白問・自覚・省察を試みる機会を提供する

ものである O

3. 教育実習の内容

3.1 教育実習の心得

教育実習に参加するということは教育実宵校のティーチング・スタッ

フの一員として社会的な責任を負うことを意味する。たとえ大学生の身

分であったとしても，実習中は学内外において教師として規律ある行動

を取る必要がある。実習生は，指導技術や学級経営はいうまでもなく人

生経験においても未熟な点が多いので岡らずも指導教員や生徒に迷惑を

掛けることがある O それゆえ，実習生は教職の責任の重大さを自覚しつ

つ，絶えず感謝の気持ちを忘れずに真撃かっ謙虚な態度で実習に臨まな

ければならない。以下に例示したとおり，指導教員や生徒との信頼関係

を損ねないためにも，教育関連法規を参考にして遵守すべき事項を十分

に認識しておくことが肝ちである(カッコ内は関連する法規を示す)。

-学校の教員は全体の奉仕者である o [日本国憲法第15条，教育基

本法第 6条1

・職員は，その職の信用を傷つけ，又は職員の戦全体の不名誉とな

るような行為をしてはならない。[国家公務員法第99条ならびに地
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方公務員法33条， (信用失墜行為の禁止)] 

-職員は，職責上知り得た秘密を漏らしてはならない。[国家公務

員法第100条ならびに地方公務員法34条， (秘密を守る義務)] 

-勤務時間および職務上の注意力のすべてをその職責遂行のために

用いなければならない。[国家公務員法第101条ならびに地方公務

員法35条， (職務に専念する義務)] /， 

-特定の政党を支持し，又はこれに反対するための政治教育や政治

活動をしてはならない。[教育基本法第 8条]

-国及び地方公共団体が設置する学校は，特定の宗教のための宗教

教育や宗教活動をしてはならない。[教育基本法第 9条]

まず，実習生は正規の教育職員ではないが公的な使命と職責を負うこ

とを認識しなければならない。そして，社会常識に反するような，いわ

ゆる教員にあるまじき言動は厳に慎まなくてはならない。実習期間中は

就職活動やアルバイトなどに従事しではならない。生徒の学業成績，交

友関係，家庭環境などの個人情報に触れる機会があったとしてもそれを

決して関係者以外に漏らしてはならない。また，いかなる場合も政治的

な発言は控え，国公立の学校においては(事情に応じて私立学校におい

ても)宗教教育や宗教活動を行ってはならない。実習校の教職員，同僚

実習生，生徒と絶えず親好的な関係を保つとともに，すべての生徒に公

平に接しアカデミック・ハラスメントやセクシャル・ハラスメントとみ

なされるような言動を避ける。学校の規律を遵守するとともに，いかな

る業務も責任感をもって献身的に遂行し体調管理にも十分に留意する O

大学の代表者としての自覚をもち 良き社会人として模範的な態度と言

葉使いおよび時間厳守に心掛ける O また，服装，頭髪，化粧，所持品な

どが華美にならないよう身だしなみにも配慮するとともに禁煙を励行す

るO
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3.2 オリエンテーション

教育実習期間の初日に行われるガイダンスにおいて，校長，教頭，教

科主任及び指導教員などが，実習校の沿革，校是・教育方針，教育目標，

学則，学区域ならびに在校生の特徴，専門教科の指導方針や現況，勤務

時間，服装・態度・言葉使いなどについて講話をするので，情報収集に

努めるとともに教育実習の意義と目的を再確認する O

3.3 観察

実習期間の初期から前半にかけて，実習校全体の行事や教育環境およ

び教育活動の様子を詳細かつ客観的に観察する。その際，できれば学校

と地域社会および家庭との連携についても注目する。特に，授業観察に

おいては， 4技能のバランスの取り方，発音矯正の仕方，誤答の扱い方，

発問や指名の方法，机間指導，板書など，漠然と観察することがないよ

う予め観察の観点や項目を設定しておく。観察の対象となる全般的な教

育活動は以下のとおりである O

(1) 配属学年・学級の行事:年間/学期/月間/週間計画及び実

用英語技能検定や TOEIC-Bridgeの団体受験など

(2) 学級経営や教室の雰囲気

(3) 生徒の学習状況や学力:英語学習への取組姿勢や家庭学習の状

況

(4) 専門教科ならびに他教科の担当教員の授業:指導目標，指導過

程，言語活動，教科書[単元内の言語材料]

(5) 教職員の勤務状汚:校務分掌，勤務態度，研究会，身だしなみ

(6) 課外活動:クラブ活動，生徒会活動，昼食時間，休憩時間，清

掃時間，登下校時

(7) 同僚実習生の授業や勤務状況
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3.4 参加

実習期間を通じて指導教員の教育活動に部分的あるいは補助的に協

力・支援・関与することにより，見習いとしての実体験の機会を増やし

様々な教育活動に関する理解を深める O たとえば，指導教員が教材研究

及び学習指導案あるいは配布物の準備を行う事場に実際に参加させても

らうことにより，授業実習の基礎を体得することができる O 授業参観を

するときは事前に担当者にその骨を巾し出て許可を得る O 参加の対象と

なる行事ならびに教育活動は概ね以下のとおりである O ただし，実習校

の判断によっては実習生の各種会議への参加を認めない場合がある O

(1) 学校・学級経営:職員会議，学年会議，教科会，研究会，職員

朝会， SHR/LHR (出欠確認，学級日誌，班ノート)，学級事務

(資料の配付・回収)

(2) 学習指導:指導教員の授業(専門教科，特別活動，道徳)の補

助，提出課題の点検，テストの採点，教材教具の整備，資料収

集

(3) 生徒指導:生活指導，進路指導，給食，清掃，課外活動(クラ

ブ活動，生徒会活動)

(4) 学校行事:文化祭，体育祭，遠足，校外実習，英語暗唱大会，

合唱コンク←ル，クラブ活動等の発表会

3.5 実習

実習期間の後半に授業実習(教壇実習)が複数回にわたり実施される。

実習生は，教材研究ならびに学習指導案の作成段階において，指導教員

から指導や助言を受けながら自らの力で授業の設計・実施・評価を行う。

実地実習の中心部分は授業実習ではあるが，学級経営，生徒指導，教育

相談，進路指導，道徳，特別活動，部活動等に係る実習にも主体的に取

り組む必要がある O なぜ、ならば，授業過程は教師，生徒，教材という三

大要素の相互作用によって織りなされる有機体であるが，教科指導のみ
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によって授業が形作られるわけではなく，学級を取り巻く様々な要因が

授業成果に影響を与えるのである O この現象を包括的に理解するために

も各種の実習活動は有意義である。授業実習の対象となる活動及び作業

は以下のとおりである。

(1) 教材研究:既習事項(前時)の確認，本時本丈の音読・暗唱・

書写，指導項目の選定(新出事項，重要な言語材料丈，文型，

語葉[発音，つづり]，文法事項)，学習困難点やつまずきの予

測，教師用手引書 (teachers'manual)による確認，視聴覚資料

(Audio-tape/ CD /DVD)の活用

(2) 資料収集:英語関連辞典，百科事典，インターネット，地図，

写真集など

(3) 教材教具及び教育機器の準備:ハンドアウト/レジュメ，パ

ワーポイント，フラッシュカード，ピクチャーカード， LL， 

CDIDVDプレイヤー，カセットレコーダー， OHP/OHC 

(4) 学習指導案(別称:教案， teaching plan， lesson plan，授業案，

指導計画書)の作成， ALTとの TTに関する準備

(5) 授業評価:指導教員及び同僚実習生の講評，授業の録画，生徒

の感想，アンケート結果などを参考しながら，授業の問題点を

省察し授業改善の具体策を考案する。

3.6 研究授業および反省会

実習期間の最終段階に総括的な評価活動として実施されることが多く，

指導教員をはじめ校長，教日頁，教科主任，同僚実習生などが参加するこ
/ 

とが多い。研究授業はいわば総仕上げの授業であるので指導教員による

指導と実習生自身の入念な準備が欠かせない。関係者には予め学習指導

案を配布し授業参観を依頼する O 授業終了後には反省会(別称:合評会，

批評会，講評会)が聞かれ，授業のより望ましい姿を求めて活発な議論

が展開される O その際，ーコマの授業展開や指導技術の欠点や問題点の
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指摘に止まることなく，授業改善に関して長期的な見地から建設的な意

見を求めることが大切である。また，発言や指摘の内容に客観性を持た

せるために， 3.5(5)で取り上げた録画，感想丈，アンケ」ト結果などを参

考にするとよい。

3.7 教育実習記録
/， 

実習生は全実習期間をとおして教育実習記録に必要事項を記録・記載

しなければならない。これはいわゆる実習日誌(別称:反省日誌)であ

り，授業観察や授業実習(教壇実習)はいうまでもなく，実習校全体や

配属学級に関する観察にも触れなければならない。実習終了後は，指導

教員から返却してもらうか，後日成績評価とともに大学の教職課程担当

者宛に返送してもらう。教育実習記録に記入すべき事項は以下のとおり

である O

(1) 教育実習校の観察:学校の沿革，教育方針や教育目標，学校規

模，学区域ならびに在校生の特徴

(2) 配属学級の観察:学級経常，教育活動，教室の雰囲気(生徒の

↑牛‘質，交友関係)，学習;状況，生徒の学力

(3) 実習日誌:日々の勤務記録一学習指導やf主徒指導などの概要及

びそれらに関する感想，反省，疑問点

(4) 授業観察の記録:専門教科ならびに他教科の担当教員の授業に

おける指導手順(指導目標，指導過程，言語活動，学習形態，

教科書[単元/本時]) ，説明・発問・指示・指名の仕方，生徒

の応答・反応への対応行動，話し方，教室英語，ほめ方，板書，

補助教材や教育機器の使用方法，生徒の様子など

(5) 授業実習(教壇実習)及び研究授業の記録:学習指導案に教材

(教科書の該当ページ)，配布資料，板書計画などを添付
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4. 教育実習における実習生の成長過程の特徴

実習生の中には塾講師や家庭教師として小中高生の英語指導にあたっ

た経験を持つ者も少なくないが，学力差がある40人前後の生徒から構成

された「生のJ学級において一斉指導に従事した経験を有する者は皆無

に等しい。いわゆる熟練教師に比較して教えることに対する積極さや真

剣さに遜色はないとしても，日々の実践の中で培われた創造力，応用力，

柔軟性などの不足が原因と思われる，実習生にありがちな特徴を幾っか

特定することができる。

坂元・他(1986:48-71)が東京都内の中学校と高等学校862校を対象に

行った質問紙法による調査の結果(回収率は71.5%，回収調査票のうち有

効部数は1，599部)によると，教師が求める必要度と実習生の実態との聞

に隔たりが強く感じられた項目は以下の通りである O

① 実習態度

② 教科の指導力

「教材研究を怠らず，生徒にわかる授業をす

るよう心がける」

「体当たりで生徒にぶつかり，生徒のなかに

とけこんでいく」

「生徒の思考活動を見抜き，授業を盛りヒげ

ていくことができる」

③ 教科以外の指導力 「学活やホーム・ルーム等の指導ができる」

④ 実習生の資質 「指導性JI感受性JI判断力j

⑤ 学習指導の技術'; I発問の仕方JI発声の仕方JI板書の仕方j

「生徒の掌握の仕方」

⑥ 学習指導案の作成 「授業に対する生徒の関心を呼びおこすよう

な動機づけを与えることができる」

「生徒の反応を予測し，学習の深化を意図し

た授業の展開を考えることができる」
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「生徒のレディネスや実態に即した指導内容

を選ぶことができる l

いずれの項目においても，生徒の視点や思考パターンに基づいて授業設

計や学級活動を行うという資質や能力が実習生には欠けていることが分

かる。特に，自主的にかなりできることが望まれている(理想像)にも

かかわらず，実際にできる度合い(現実像)が低く，想像以上に指導教

員による指導を必要としたのは，⑥の「生徒の反応を予測し，学習の深

化を意図した授業の展開を考えることができる」と「生徒のレディネス

や実態に即した指導内容を選ぶことができるjの2項目である O

高木(1997:232-233)は，教育実習を終了した短期大学英語学科60名

の女子学生と熊本県下の50名の中学校英語教員に対して行った聞き取り

調査の結果から，指導教員が学級経営 (58.0%)一教科指導 (32.0%)一生

徒指導(16.0%)一部活指導 (2.0%)の順に力点を置いていると自己評価

しているのに対し，実習生は指導教員が学級経営 (41.6%) 教科指導

(40.0%)一生徒指導 (38.3%)一部活指導 (5.0%) の比重でほぼ均等に力

点を注いでいると感じていることを明らかにした。この結果から，教員

が学級経営に腐心している様子を実習生は容易に観察できないのではな

いかという推測が成り立つ。

橋本 (2000:18-19)は，地理歴史科と公民科の34名の実習生に対する

参与観察ならびにインタピュー調査の結果から，実習生は授業参観や批

評会以外の時間のほとんどを控え室で教科指導のための指導案の立案・

作成に費やしていることを究明し，当該校の実習生グループが教材研究

を共通の問題状況とみなす「集団パースベクティヴ」を形成する傾向が

あると仮定した。千菊・他 (1997;1998; 1999) と柄本・他 (2000)は，

教育学部附属中学高校での実習生が英語の授業に対して抱くイメージが

画一化していることを指摘し， r全体指導」という講義・演習をとおして

①授業観察の目標を明確化する，(]授業が指導案通りに進展しない場合

の対処法を予め考えさせる，③発聞の仕方について深く考えさせること
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により，長期的な視点からカリキュラム全体を捉えて教材研究と指導案

作成に臨むことの重要性を唱えている。そして 他者が行った公開授業

や研究授業の録画を視聴してそれらの授業の指導計画書を自分なりに再

生することにより，授業全体の構成や流れと担当者の意図が把握できる

ようになると報告している。

飯田 (2001)は，英語英文科65名の女子学生を対象に，.実習日誌と教

育実習の成績報告票の分析ならびにアンケート調査と個別インタビ、ュー

を行った。その結果，実習生が概して教材研究に熱心に取り組む一方で，

q個々の生徒及び学級集団全体に着目し，問題に応じて個別的・集団的

に解決することと②学級活動・クラブ活動等の指導を意欲的に行うこと

の2領域においては不十分で、あったことを明らかにしている。同様の手

法で短期大学英語英文科の女子学生20名の実習記録を分析した小林

(1998)は，①実習初期においては，実習生は説明・指示の出し方，発問

の仕方，教材・教具の使い方，指導案の処理，時間配分など，具体的な

指導技術に大きな関心を寄せており，指導過程や問題点の解決方法に注

目していないこと，②教材研究においては，生徒の視点から教材研究が

できず予想外の生徒の反応に善処できないこと，③実習以前は生徒指導

に対する不安が一番大きかったものの 教科指導以外の多様な活動を体

験することにより，教師としての資質・力量・適性について認識を深め

ること，④授業観察においては，生徒の理解度や学習形態よりもクラス

全体の印象や教員の指導技術や授業態度に関する記述が多く，特に実習

の初期段階では授業分析の視点が確立していないことなどを究明してい

る。また，深沢・野津(1995)及び深沢 (1996)は，学校教育学部の11

名の学生を対象に反省日誌を分析した結果，①指導過程や生徒観よりも

教材研究や指導技術に関する微視的な記述に偏していること，②記述の

様式が，感想、型，原因究明型，問題解決型の 3つのパターンに分類でき

ること，③実習の最終段階では生徒への指導的評価に関する記述が改善

したこと，④教材研究は実習生自身の言語材料に関する理解の確認や深

化を図るためのものとなっており，既習事項との繋がりや生徒の視点が



128 波 多 野 五 三

欠けていることなどに触れている O

Roberts (1998: 67-68)は般的な初任教師の特徴として以下の10点

を列挙している O

novice teachers' perceptions of classroom events are relatively 

undiscriminating and simpler than those of experienced teachers; 
d 

they are less able to select which infonIiation is salient when plan-

ning a lesson; 

they lack ‘typificatory knowledge' (Calderhead， 1987: 7) i. e. 

what to expect of pupils， what challenges to set and what difficul-

ties to anticipate; 

they tend to work企omthe textbook rather than in terms of pupil 

attainment levels; 

they lack practical classroom management routines to keep 

pupils on task; 

their concern with control makes it difficult for them to focus on 

pupil learning; 

they lack an estab!ished teacher' s‘pedagogical content knowl-

edge'; 

they lack the practical experience from which to construct per-

sonal meanings for theoretical or specialised terms; 

they lack a coherent system of concepts with which to think 

about teaching; 

they lack a specia!ised vocabulary with which to analyse and dis-

cuss teaching. 

初任教師は，経験豊富な教師に比べて，①教室内での出来事に対する敏

感さや発見力に欠ける，②学習指導案の作成の際に重要な情報を選別す

ることができない，③教科内容に閲する実践的な知識が不足しており，

生徒に対して適切な課題を設定したり学習困難点を予測することができ
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ない，④生徒の到達レベルよりも教科書の内容に注目する，⑤生徒の注

意を維持させるための学級運営力に欠ける，⑥理論的な概念や専門的な

用語について，自分なりの意味付けができないことなどは，囲内の調査

結果から明らかになった実習生の特徴と重なり合う。

藤津(1995)は， 17年間の教員養成の指導経験を通して蒐集した，実

習生の教授行動の問題点を以下のようにまとめている。

(1) 指導案の作成がうまくできない。

-単元目標が書けない。

-教授内容の組織化ができない0

.工夫がない。

(2) 教材準備が不十分である。

-既習事項との関連付けができない0

.興味深い点が見つけられない。

(3) 授業運営がうまくできない。

-一部の活発な生徒に授業の主導権を取られる 0

.指名した生徒しか作業させられない。

-暇な生徒を発生させてしまう。

-動機づけをしない。学習目標を生徒に伝えない0

.目標達成の確認をしない。

-指示のイ上方が不適切である。

-発問と指名，応答の受容の仕方が不適切である 0

.配布教材が不適切で、ある O

・宿題点検をしなリ。

-授業時間の調整ができない0

.言葉遣いが不適切で、ある。

-問題行動に適切な注意を与えられない。

これらの指摘は，①教材研究や学習指導案の作成において指導目標が不
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明確なために前時との関連が薄く授業過程全体に体系性がないこと，②

指示，発問，指名，生徒の応答に対する対応行動などが不適切で授業運

営が未熟であること，そして，③教科指導に気を奪われて教師として模

範を示すことができないことの 3点に集約することができる O

JACET教育問題研究会 (2006)は，中学校及び高等学校の教育実習担

当教員ならび工大学の英語教育実背担当教員 1~'800名を対象にアンケート

調査を実施し(回収率は19.4%)，望ましい実習生の資質や英語力，実宵

前に大学で指導している内容，実習校において教壇実習前に準備させて

いる内容なと手について意見を求めた。実習前に大学で指導している内谷

としては， I教材研究の方法JI指導案の書き方JI英語力の養成jの3項

目について宵定的な評価が寄せられた。これに対して， I模擬授業JI機

器指導JI指導法」については著しく低い割合になっている。さらに，仮

に実習期間を長期化(例えば1学期間に)すると想定した場合に大学の

教員養成課程で指導すべきであると考える内容を選択させたところ，以

ドのような結果が得られた。

表 l 同子分析

皿 共通性

教材研究 0.11 0.09 0.66 

指導案 0.02 0.08 0.32 

4 技能 0.16 0.13 0.11 

教授知識 0.16 0.36 0.36 

教員職務 0.06 

生徒指導

期 訪問 0.14 0.08 0.79 

0.16 0.11 0.61 

0.16 0.11 0.69 

0.02 0.22 0.28 

0.16 0.33 0.16 
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天井効果が表れた「模擬授業Jを除外すると，第 1因子は「定期訪問j

「教員連携Jr定期観察Jr精神支援」から構成されており[大学・実習校

連携]と名付けられた。第2因子は， r教材研究Jr指導案Jr教授知識」

から成り[英語教授)JIとして括られた。第3因子は「教員職務Jr生徒

指導jを含む【教職理解Iと考えられている。

凶1 主成分分析(成分プロット)

2 
の
成

1.0 

0.0 

5 

分守1.0

-1.0 

1の成分

-.5 

生徒教指員導じ職務

4技能教授ο知識
ロ

模擬授業
。

指導案。 o

教材研究

。。 1.0 

表1の第2因子で確認した「教材研究」と「指導案」に「模擬授業」が

加わって，国 1の右ド象|恨の[英語授業力]を構成している O 一方， r教
授知識jは主成分としては大きいが右下象限に入っていないので， [英語

授業力]の成分としては強く意識されていない。すなわち，実践的な授

業力とは異質なものであるyと捉えられている可能性が高い。それゆえ，

模擬授業に基づいた実践的な授業力の養成に対する必要性が感じられる。

Gebbard (1990: 122)は， MAin ESLに在籍する大学院生 7名ととも

に12週間の教育実習に参与観察者として参加し，① Settingup and car-

rying out lesson，② Use of classroom space，③ Selection of content，④ 

Treatment of students' language errorsの4項目に焦点をあてて実習生の



132 波多野五三

教授行動の変化を記録した。実習開始時と実習後半における③と④の差

異は以下に示すとおりである。

Teaching area 

Selection of content 

表2

l13ehavior during second half 
Behavior at start of practicum I{<~ 

I of practicum 

Primarily a focus on the I Some study of language 
study of language itself I continues;“real田life"content 
(e.g.， vocabulary， grammar，l (e.g.， talking about family 
pronunciation); some focus I based on photos students 
on functions (agreeing，lbring in) and the“study of 
introduction， asking for I other things" (e.g.， putting 
information， etc.) I together a jigsaw puzzle， 

writing a “Dear Abby" letter， 
sharing recipes， watching a 
film). 

Trea位nentof students' I No treatment， or treatment I Some adaptation to original 
language errors llimited to two basic strategies: I error treatment strategies; 

(1) repeat sentence with I additional strategies used: 
correction using emphatic I stopping student at point of 
stress at point of correction; I error and doing mini-dril1; 
(2) write correction on board I telling studentωwrite down 
and lecture I error and correction; having 

students work in groups to 
correct list of sentences with 
errors; having students take 
home their own sentences 
with errors and finding out 
the corrections. 

教材選択においては，実習開始時は語葉，文法，発音など言語材料に関

する内容が中心を占めていたのに対して，実習後半では生徒の家族や実

生活に結び付くオーセンティックなテーマが取りヒげられるようになっ

た。言語的な誤りの扱いにおいては，実習開始時は一切取り上げないか，

たとえ誤りに言及するとしても正答を板書するに止まっていたのに対し

て，実習後半では生徒が誤りを犯した時点で訂正のためのドリルを行っ

たり，誤りについてグループで考えさせたりするようになった。これら

の行動変容は，実習生が実習経験を積むにつれて，第2言語習得の発達



-
英語教員養成における教育実習の目的・内容・機能に関する考察 133 

段階を考慮に入れて生徒中心のコミュニカテイブな学習形態に移行した

ことを裏付けている。それは，授業過程を教室内外の諸要因と関連付け

ることにより，生徒の学習意欲を掻き立て主体的に学習に参加させるこ

とが外国語学習にとって有益であるという認識を深めた結果であると推

測できる。授業実習を中心とした体験学習が実習生の実践的指導力の向

上にもたらす最良の効果がここに表れていると言えよう 0・

5. 結
圭b
E岡

教育実習において実習生は授業実習，学級経営，生徒指導，教育相談，

進路指導，道徳，特別活動，部活動等に係る体験学習を重ねることによ

り，大学の教養教育課程 専門課程及び教職課程で学修した教授学的な

専門知識の検証を試みると同時に，授業を中心とした教育活動の中で生

徒との血の通ったやりとりを通じて，教えることの難しさと自らが学ぶ

ことの大切さ，そして，双方の楽しさを再認識していく。その様子は，

教員の卵が職業的な訓練を経て教えるための力量を習得していくという

よりは，むしろ，ひとりの人聞が未知の世界に飛び込んでなじみのない

集団を構成する個々の人格と対峠し，自己の人生観，信条，思考様式を

ぶつけ合うことにより，生きることの尊厳を再確認しているかのようで

ある。いみじくも，藤枝 (2001:482-483)は，教育実習の在り方について

以下のように述べている。

教育実習においては， I失敗から学ぶJというプラグマテイズムの

方法論が改めて考慮される必要がある。必要以上に，子どもの犠牲

回避論を前面に押し出して行われる実習は，実習生をいたずらに萎

縮させ，受動化し，実習全体を活気の無いものとし，結局のところ，

実習生を既成の型にはめ込むことを専らとする狭陸な即戦力養成に

なりがちである。これは理論的基礎を欠いた職人見習い的教師教育

の典型を示している o (中略)
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大学教育の牟環として位置づけられている教育実習の使命は，実

習生を学校の仕事に対して仕込むことを内容とするのではなく，彼

らが反省しつつ，また実際と関わり合いながら学び，理論と実践を

意識的に結びつけることを内容とする。したがって，きわめて研究

的性格の強いものである O 教育実習の目的は，究極的には理論に導

かれた教師としての主体的な行為能力の散に置かれるべきであろ

つO

また， Johnson (1996: 47)は，教室内で生起する事実と生徒の実態の連

関↑生に関して以下のように主張している O

First and foremost is the need for teacher preparation programs to 

put forth a realistic view of teaching that recognizes the realities of 

classroom life and adequately prepares pre-service teachers to cope 

with those realities. This means providing pre-service teachers with 

knowledge about how classrooms work， or procedural knowledge 

about the day-to-day operations of managing and teaching in real 

c1assrooms. It also means providing pre-service teachers with 

knowledge about what students are like， to see students， not as 

“faceless blobs" but as individuals with unique needs， interests， 

aptitudes， and personalities. In addition， it means providing 

opportunities for pre-service teachers to come to understand who 

theyareーtheirconceptions of themselves as teachers， of their 

“limits，" and of their “visions" of teaching. 

ともすれば実習生は教材研究や学習指導案の作成に心を奪われがちであ

るし，教育実習の成果も教科指導についての専門知識の豊富さや指導技

術の卓越の度合い及び生徒の学習到達度などに照らして測られる傾向が

強い。それゆえ，実習生の関心、が専門教科の授業実習に向けられるのは
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避けがたい現象である O しかし，授業とは教師と生徒が協働・調和して

創り出す，複雑な音色に彩られた複層的な連続体である O 実りある授業

を形作る重要な要因が，教師の周到な準備と生徒の高い学習意欲，そし

てそれらを結びつける内容豊かな教材であることは何人も否定できない。

しかしながら，授業は単に教室内で終始完結する類の一過性の出来事で

はなく，あくまでも生徒の過去の学習という不可視で知的な蓄積に支え

られおり，生徒を取り巻く地域社会，学校・学級環境，家庭環境などが

及ぼす社会的，文化的，地理的，経済的，道徳的な要因に大きく左右さ

れるのである O それゆえ，実習生は，教育実習に臨むにあたり学校教育

現場における多様な教育活動をマクロで長期的な視点から分析・把握し，

すべての瞬間に遭遇した出来事と自分の働き掛けの因果関係や相関関係

に対して鋭敏な観察と洞察を繰り返しながら，白己の貢献度と可能性に

ついて深い省察を加え続けるよう努めなければならないのである。
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